
 

 

 

 

 

 

授業の流れ： 

 

 

◎甘いけど甘くないアフリカの状況 
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組  番 名前 

アフリカの農業からみえる課題 
教科書 P.86～P.87 

学習の目標： なぜカカオの生産者がチョコレートを食べられないのか考察し、理解できる。 

◆ なぜカカオの生産者がチョコレートを食べられないのだろう？ 

◆生産者がチョコレートを食べられるようにするためには？ 【考察】  

予想 

◎ガーナのカカオ栽培の実態 

：欧米諸国の植民地であった国々が単一作物を栽培するために開発された大規模農園 ① 

１： 【      】に行けない 

２： チョコレートが何かを知らない 

３： 安い ・ 高い 賃金(利益の多くは先進国へ) 

ガーナの児童人口は 
636 万人 

② 
不平等をなくし、労働や生産される製品に見合った正当な価格で、

継続的に取引をする仕組みのこと  

◆ なぜカカオの生産者がチョコレートを食べられないのだろう？ 小学生に説明するようにまとめてみよう！ 

個人で予想をたて考える 
【5 分】 

ガーナの実態を知る・スライド 

【10 分】 
解決策を班で考える 

【10 分】 

コメントの追加 [孝浩1]: なぜ貧しいのか 

 

・ガーナでは商品作物であるカカオ豆が栽培されてい

るが価格の変動が大きくプランテーションを経営して

いる人が利益を独占しているため。 

 

→ 前回の学習とつなぐ。植民地時代の影響はいまだ

に続いている 

未だに商品作物や鉱産資源に頼る経済。 

 

どうやって脱却すべきか？ 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fillust-stock.com%2Fframe-makimono-midori-large&psig=AOvVaw1Gykycas8lpjKyHmhUo5-k&ust=1627709517122000&source=images&cd=vfe&ved=0CAoQjRxqFwoTCIiTo9GIivICFQAAAAAdAAAAABAO


資料 甘いけど甘くない。カカオ農家の実態 

 

①：日本は 7 割のカカオ豆をガーナから輸入    ②：ガーナのカカオ農家は 1日 7€の給料で働く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③：安い労働力を求め、児童労働が行なわれる   ④：農家は高価なチョコレートを食べられない 

 

⑤：農家から私たちの手元に届くまでに多くの仲介

人を挟むことで多くのマージンが発生する。 

 

※ 農家はカカオ豆の価格を自分たちで決めること

はできない。 


